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Ⅰ．問題と目的

本論では，障害のある当事者のことを「同胞」とし，
その兄弟姉妹のことを「きょうだい」と区別する。ま
た，きょうだいから指した同胞のことは，「兄弟姉妹」
とする。
障害児のきょうだいは，発達過程で同胞の障害を受
容しなければならなかったり，両親から障害児の同胞
の保護者的役割を期待されがちであったりすることが
指摘されている1）。また，同胞の将来に不安を抱くきょ
うだいや，強い責任感を感じているきょうだいが少な
くないとも述べている1）。きょうだいの中でも自閉症
スペクトラム障害児・者（以下，ASD児・者）のきょ
うだいは，公衆の場での同胞の大声やパニック，こだ
わりといった行動に対して憤りや困惑を感じていた
り，言語理解や意思疎通，情動の抑制の難しさから生

じる同胞の一般的でない行動を理解することの難しさ
を感じていたりすると指摘されている2）。また，ASD
児・者のきょうだいについて，児童期では同胞が示す
特性や能力に対して注目し始めることにより同胞の特
性や困難性について否定的に捉える傾向が強いこと，
青年期では同胞を通して自分がどのように他者から見
られるのかが，より一層意識化されることによって，
「他者への意識」に関する困惑が増すことが指摘され
ているように，抱える悩みや同胞の捉え方はきょうだ
いのライフステージによって異なることが明らかにさ
れている2）。
しかし，きょうだいのライフステージごとの悩みに
対して本人がどのように対応したり，周りのソーシャ
ルサポートを活用したりするのかに関する研究は十分
にされていない。とはいえ，同胞の障害の程度，家族
構成は多様であり，本来きょうだいの体験はそれぞれ
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異なるものであるため3），きょうだいに対するある種
画一的な支援の枠組みの提供が求められているわけで
はなく，障害児・者のきょうだいであることがすな
わち支援の対象になるわけではない4）。またASD児・
者のきょうだいに関する先行研究では，悩みやストレ
スの分析や，きょうだい支援プログラムの有効性につ
いての検討はあるものの，その対象になっているきょ
うだいは，選定上の難しさから，結果的に同胞からの
直接的・間接的ストレスにあるものが選択されており，
必ずしもASD児・者のきょうだいの母集団を反映し
ているとはいえないという研究上の課題がある。
そこで本研究では，ASD児・者の適応的な社会生
活を送っているきょうだいに着目し，悩みに対する
ソーシャルサポートの活用状況および活用したソー
シャルサポートがどのような効果を持つのかについて
検討し，適応的な社会生活を送っているきょうだいの
様相と適応に影響している要因を明らかにすることを
目的とする。

Ⅱ．方　　　法

１．調査の対象

任意に設定した「ASD児・者の適応的な社会生活
を送っているきょうだい」の条件を満たす大学生３名
を対象とした。本研究における「適応的な社会生活
を送っている者」については，水内らの先行研究5）を
参考にし，以下のように定義した。①QOLの程度が
WHOQOL266）により，同年代・同性の平均よりも高
い者，または，平均の上下１SD 以内の者。②家族機
能測定尺度7）において，凝集性尺度と適応性尺度がと
もに中間レベルであり，家族機能が良好とされる者。
③現在，同胞から明らかにネガティブな影響を受けて
いない者（例えば，同胞によってきょうだいの生活が
制限されていない，同胞から受ける精神的苦痛がない
など）。④現在，同胞との関係性において支援を必要
としていない者。⑤現在，非社会的な行動をしていな
い者。以上の①～⑤の内容をすべて満たす者を研究の

表１　質問項目
１〈きょうだいの悩みとそれに対するソーシャルサポートについて〉

1 同胞のことで悩んだり，困ったりする（した）のはどんな時か
2 番号１について，誰に相談する（してきた）か
3 番号２について，その理由は何か（誰にも相談しない場合，その理由は何か）
4 番号２以外の方法で，悩みについてどのように対応する（してきた）か
5 番号４の方法を選んだのはなぜか
6 番号１について，その時に家族が支えとなったことはあるか
7 番号２について，相談してよかったことは何か。逆に，相談して後悔したことは何か
8 番号６について，「ある」場合，その時の具体的なエピソードは何か
9 番号６について，「ない」場合，その時どんなサポートがあったら嬉しかったか

2〈今の生活における同胞の影響について〉
1 同胞がいてよかったと思うことは何か
2 同胞をすごいなと感じたことは何か
3 同胞に対して否定的な感情を抱いたことは何か
4 同胞と２人だけで出かけることはあるか
5 同胞のことを家族に話すことはあるか。あるならどんな時か
6 同胞のことを友だちに話すことはあるか。あるならどんな時か
7 番号６について，どんな友だちに話すのか
8 番号５，６について，話してよかったことは何か
9 番号５，６について，「ない」場合，それはなぜか

3〈これからのことについて〉
1 これからのことで不安なことや心配なことは何か
2 就職について，同胞のことは意識しているか
3 結婚について，心配なことは何か
4 親亡き後について，心配なことは何か
5 親や友だちから，もっとしてほしかったこと，してほしいことは何か
6 自分のようなきょうだいの立場の人に対して，アドバイスしたいこと，伝えたいことは何か
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対象とした。
また，これらの評価方法については，WHOQOL26，

家族機能測定尺度，およびラザルス式ストレスコーピ
ングインベントリー 8）に加えて，聞き取りを通した内
省による自己評価を用いた。

２．調査の手続き

実施時期は2015年11月であり，インタビューの時間
は１人あたり約１時間半から２時間であった。対象者
に対し，開始前にインタビューの回答について筆記に
よる記録とボイスレコーダーによる録音を行うことの
承諾を得てから，インタビューを行った。インタビュー
方法について，きょうだいが本人の言葉で表現するこ
とでより詳細な検討が行えることから半構造化インタ
ビューを用いた。インタビューは大学の一室を借りて
行い，インタビュー中は対象者の話の流れを妨げない
ように留意し，必要に応じて質問の順番を変えたり，
より詳細な内容を求めたりした。

３．倫理的配慮

研究協力者に対し，本研究の趣旨，個人情報の保護，
得られたデータの取り扱いについて書面と口頭にて説
明を行ったうえで研究を進めた。なお，インタビュー
中であっても答えたくない場合は答えなくてもよいこ
と，インタビューを中断したい場合は中断してもよい
ことを伝え，最大限に対象者の意思を尊重しインタ
ビューを行った。

４．内容および項目の選定

質問項目は，水内・片岡のASD児・者のきょうだ
いの生涯発達についての研究9）で用いられた調査項目
や，その他きょうだいについての研究，方法を参考に，
筆者が独自に作成したものであり，３つの領域からな
る。１つ目の領域は，「きょうだいの悩みとそれに対
するソーシャルサポートについて」であり，（1）きょ
うだいの悩み，（2）悩みに対するソーシャルサポート

の活用，（3）活用したソーシャルサポートの有効性の
３カテゴリーとなっており，全部で９項目からなる。
２つ目の領域は，「今の生活における同胞の影響につ
いて」であり，（1）同胞への肯定的な感情，（2）同胞
への否定的な感情，（3）同胞とのかかわり，（4）家族
や友人とのかかわりの４カテゴリーとなっており，全
部で９項目からなる。３つ目の領域は，「これからの
ことについて」であり，（1）不安や心配なこと，（2）きょ
うだいの悩み，（3）きょうだい支援に対する考えの３
カテゴリーとなっており，全部で６項目からなってい
る。これらは，現在の様子についてと同時に，可能な
限り過去の様子についても尋ねている。質問項目の詳
細は表１に示す。なお，調査に先立ち，基本情報とし
て，きょうだいの年齢・性別，同胞の年齢・性別，家
族構成，同胞ときょうだいが同じ学校に通っていた時
期，同胞が通っていた学校や学級について聞いている。

５．調査結果の集計および分析方法

きょうだい３名にインタビューを行った。きょうだ
いの内訳は，19歳２名，20歳１名であり，性別は３名
とも女性であった。きょうだいの出生順位で見ると，
姉２名，妹１名であった。きょうだいの詳細なプロ
フィールは表２に示す。同胞の内訳は，16歳１名，18
歳１名，21歳１名であり，性別は女性１名，男性２名
であった。同胞の出生順位で見ると，兄１名，妹１名，
弟１名であった。
インタビュー記録について，まずは逐語録としてテ
キストをデータ化した。次いで，特別支援教育を専
門としている大学教員と学生・院生数名と共に，修
正版グラウンデッドセオリー法（Modifi ed Grounded 
Theory Approach）を用いて分析をした。具体的に
は以下の手順で分析を進めた。①下位カテゴリーの生
成：インタビュー記録を話のまとまりごとに区切り，
それら一つ一つについて，その意味内容を的確に表す
ような短い名前（下位カテゴリー名）を付けた。その
際，分析ワークシートを作成し，一つ一つの下位カテ

表２　きょうだいのプロフィール詳細

対象者 きょうだいの
年齢・性別

同胞の
年齢・性別 家族構成 学齢期に同胞と

一緒に通った期間
A氏 20歳・女 18歳・女 祖父・祖母・父・母・本人・妹 小学校，中学校
B氏 19歳・女 16歳・男 父・母・本人・弟 小学校（２年間）
C氏 19歳・女 21歳・男 父・母・兄・本人 小学校，中学校

家族構成における「本人」はきょうだい本人を指す。
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ゴリーの定義を示した。②カテゴリーの生成：下位カ
テゴリーを，似たような内容同士でまとめ，そのまと
まりごとに名前を付け，カテゴリーを生成した。③カ
テゴリーグループの生成：意味内容が似ている複数の
カテゴリーをまとめ，カテゴリーグループを生成した。
④結果図の作成：最終的なカテゴリーグループをもと
に，「社会的に適応的な生活を送っているきょうだい
の要因」について説明する結果図を作成した。本研究
では，先行研究10）での分析手順を参考に，カテゴリー
を下位のものから順に，下位カテゴリー〔　〕，カテゴ
リー【　】，カテゴリーグループ≪　≫とした。カテゴ
リーグループについては，表３に示す。

Ⅲ．結果と考察

１．抽出されたカテゴリーについて

分析の結果，きょうだいの語りから，【周りの人々

のかかわりへの満足】，【同胞に対する家族のかかわり
への満足】，【自己選択・自己決定への満足】からなる
≪１．きょうだいを取り巻く周りの環境への満足・安
心感≫，【同胞に向けられた感心】，【同胞の障害に対
する自然な受け止め】からなる≪２．「一人の兄弟姉
妹」としての同胞の存在の認識≫，【同胞とのかかわ
りにおける後悔】，【同胞の障害への困惑】からなる≪
３．同胞の障害に対するネガティブな気持ち≫，【家
族のかかわりへの要望】，【結婚相手への要望】からな
る≪４．周りの人々への願い・要望≫，【同胞の将来
に対する心配】からなる≪５．先の見えない不安≫と
いう５つのカテゴリーグループが抽出された。感情の
中には，【同胞の障害への困惑】がある一方【同胞の
障害に対する自然な受け止め】があり，【家族のかか
わりへの要望】がある一方，【周りの人々へのかかわ
りへの満足】があるなど，相反する感情もみられた。

表３　カテゴリーグループ表
カテゴリーグループ カテゴリー 下位カテゴリー

１．きょうだいを取り巻
　　く周りの環境への
　　満足・安心感

（1）周りの人々のかかわり（人間関係）への満足

a. 良好な家族関係への満足
b. 家族で外食や余暇を楽しめることへの満足
c. 過去の家族のかかわりに対する感謝
d. 友人関係への満足
e. 同胞を通した出会いへの感謝

（2）同胞に対する家族のかかわりへの満足
a. 親の対応への満足
b. 同胞に対する母の理解への感心

（3）自己選択・自己決定への満足 a. 自分の進路は自分で決めたという思い

２．「一人の兄弟姉妹」と
　　しての同胞の存在の
　　認識

（1）同胞に向けられた感心

a. 同胞への愛情
b. 同胞をわかりたいという思い
c. 同胞の特異な能力に対する感心
d. 同胞との関係への満足

（2）同胞の障害に対する自然な受け止め

a. 兄弟は兄弟という思い
b. 同胞の存在に対する自然な気持ち
c. 同胞の過去の言動に対する前向きな思い
d. 同胞の障害を楽観的に捉えようという思い

３．同胞の障害に対する
　　ネガティブな気持ち

（1）同胞とのかかわりにおける後悔
a. 同胞を障害者として見ることへの申し訳なさ
b. 同胞との会話への面倒くささと申し訳なさ
c. 同胞の行動を母に言いつけたことへの後悔

（2）同胞の障害への困惑
a. 同胞の障害に対する否定的な思い
b. 同胞の姿と本からの情報とのギャップに対する戸惑い
c. 同胞と代わってあげたかったという気持ち

４．周りの人々への
　　願い・要望

（1）家族のかかわりへの要望
a. 同胞の対応に巻き込む母への不満
b. 過去の家族のかかわりに対する要望

（2）結婚相手への要望 a. 結婚相手に同胞を理解してほしいという思い

５．先の見えない不安 （1）同胞の将来に対する心配
a. 同胞の将来への心配
b. 親亡き後の不安
c. 同胞の就職に対する過去の心配
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２．抽出されたカテゴリーからうかがえるきょうだいの

心理的様相について

３名のインタビューを分析し，そこから抽出された
カテゴリーグループ間の関係性を表した結果について
は図に示す。ここでは，その結果について説明する。
きょうだいは，同胞とのかかわりの中で【同胞との
かかわりにおける後悔】や【同胞の障害への困惑】と
いったような≪３．同胞の障害に対するネガティブな
気持ち≫を抱くことがあり，その≪同胞の障害に対す
るネガティブな気持ち≫が，【同胞の将来に対する心
配】といった≪５．先の見えない不安≫に影響を与え
ていると考えられる。そのため，きょうだいのこのよ
うな同胞に関するマイナスな感情が，【家族のかかわ
りへの要望】や【結婚相手への要望】といった，≪４．
周りの人々への願い・要望≫へとつながっていると考
えられる。しかし一方で，きょうだいは≪３．同胞の
障害に対するネガティブな気持ち≫を抱くことがあり
ながら，【同胞に対する家族のかかわりへの満足】や，
自分の進路や進学は自分で決めたといったような【自
己選択・自己決定への満足】，きょうだいに対する【周
りの人々のかかわりへの満足】といった≪１．きょう
だいを取り巻く周りの環境への満足・安心感≫を得て
おり，そのことが同胞に関するネガティブな感情の減
少につながっていると推察された。また，このような
≪１．きょうだいを取り巻く周りの環境への満足・安
心感≫が，同胞とのかかわりの中で，同胞の特異な能

力に目を向け感心するといった【同胞に向けられた感
心】や，同胞の障害に対して自然な気持ちを抱くと
いった【同胞の障害に対する自然な受け止め】などの
≪２．「一人の兄弟姉妹」としての同胞の存在の認識≫
へ影響を与えていると考えられる。これらのことから
「適応的な社会生活を送っているきょうだいの心理的
様相」として，本研究で取り上げた３名の「適応的な
社会生活を送っているきょうだい」は，同胞に対する
ネガティブな感情や，同胞の将来に対する不安を抱き
ながらも，それ以上に，ネガティブな感情に対する周
りの人々のかかわりや，そこから生まれる，家族や友
人，同胞との良好な関係に満足していると考えられる。
周りの人々への満足感や安心感から，きょうだいは「障
害のある兄弟姉妹」として同胞を認識するのではなく，
障害の有無に関係なく，「兄弟姉妹は兄弟姉妹」とし
て同胞の存在を認識しており，同胞の障害に対して自
然な気持ちを抱いたり，同胞の障害を楽観的に捉えた
りすることにつながっていると考えられる。

Ⅳ．総 合 考 察

１．きょうだいのソーシャルサポートの活用状況について

先行研究では，親がサポートしたと思っているレベ
ルほどには，きょうだいはサポートを受け取れること
を期待していないという状況がある11）ということが述
べられており，きょうだいにとって親はソーシャルサ
ポートとしてあまり期待されていないということが明

心
理
的
安
定
度

非可逆的時間過去

≪1.きょうだいを取り巻く周りの
環境への満足・安心感≫

≪3.同胞の障害に対する
ネガティブな気持ち≫

【同胞に対する家族のかかわりへの満足】

【自己選択・自己決定への満足】

【周りの人々のかかわりへの満足】

【同胞に向けられた感心】

【同胞の障害に対する自然な受け止め】

【同胞とのかかわりにおける後悔】

【同胞の障害への困惑】

≪4.周りの人々への願い・要望≫

【家族のかかわりへの要望】

【結婚相手への要望】

≪5.先の見えない不安≫
【同胞の将来に対する心配】

≪2.「一人の兄弟姉妹」
としての同胞の存在の認識≫

現在

高

低

図　結果図
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らかとなっている。しかし，本研究では，親をソー
シャルサポートとして認識しているきょうだいの姿が
多くみられた。例えば，＜１-（1）-c．過去の家族のか
かわりに対する感謝＞では，「人の目からは，障害のあ
る妹いるからかわいそうってみられるかもしれないけど，
自分はお母さんからもちゃんと見てもらってるし，妹が
障害あるから，そっちにつきっきりで大変とかじゃない
んだよ，自分もちゃんと見てもらってるってかんじはあ
りました」というA氏の語りがあり，親を「知覚され
たサポート」として捉えている例がみられた。また，
＜１-（2）-a．親の対応への満足＞では，「（学校の）ノー
トに（弟かららくがきを）書かれた時は，『先生に言えば
いいよ』って言ってくれなかったら，『これどうしよう，
どうしよう』ってずっとなってたんじゃないかな。『こう
したら？』って道をさされたのはよかったかな」というB
氏の語りがあり，親からの直接的なサポートがあった
ため，親を「実行されたサポート」として捉えている
例がみられた。これらのように，過去については，同
胞に関する悩みやストレスに対するソーシャルサポー
トとして，親の存在を述べるきょうだいの語りがあっ
た。一方，現在については，同胞に関する悩みやスト
レスに対して親を含めた明確なソーシャルサポートの
活用についての語りはみられなかった。これは，＜２-
（1）-d．同胞との関係への満足＞でみられた「いつま
でも手がかかるって面では面倒だなって思うけど，それ
を抜けば何もない。仲がいいとは言われる」という B氏
の語りや，＜２-（2）-d．同胞の障害を楽観的に捉え
ようという思い＞でみられた「まあ，考えすぎなくて
いいんじゃないかなって。そんなね，会話が通じなくて
も，流しておけばいいし。考えすぎずって感じですかね」
という C氏の語りのように，現在は，同胞に関する
悩みやストレスが少ない，または，悩みやストレスの
要因として同胞の存在を認識していないために，ソー
シャルサポートを活用する場面自体が少ないのではな
いかと考えられる。

２．適応的な社会生活を送っているきょうだいの様相と

その要因について

本研究の対象者３名について，総じて，過去，現在
において同胞がかかわることに対する大きなネガティ
ブ要因はみられなかった。ここでは，「適応的な社会
生活を送っているきょうだいの様相とその要因」につ
いて，３名のきょうだいの共通点と相違点について触

れながら述べることとする。
まず，３名の共通点として，過去に同胞にかかわる
ことで困惑した経験がありながらも，親をソーシャル
サポートとして捉え，親からのサポートに満足をして
いることが挙げられる。先行研究では，ASD児・者
のきょうだいは，言語理解や意思疎通，情動の抑制の
難しさから生じる同胞の行動の理解の難しさを感じて
いる2）ということが述べられているように，ASD児・
者のきょうだいは，きょうだい特有の悩みやストレス
を抱えるといわれている。本研究においても，＜３-
（2）-a．同胞の障害に対する否定的な思い＞にみられ
るように，同胞の障害に対してネガティブな気持ちを
抱くきょうだいの姿があった。しかし，同胞のことで
悩んだり困ったりした時，＜１-（1）-c．過去の家族の
かかわりに対する感謝＞のように，親のきょうだいに
対するかかわりや接し方から，親がソーシャルサポー
トとなることを認識していたり，＜１-（2）-a．親の対
応への満足＞や，＜１-（2）-b．同胞に対する母の理
解への感心＞のように，実際に親から助言を受けてい
たりしており，そのような親のかかわりに対してきょ
うだい自身が満足しているということがインタビュー
やその後の分析を通して明らかになった。このように，
きょうだいに対する親のかかわりへの満足が親との良
好な関係を築く一つのきっかけとなり，そのことが親
をソーシャルサポートとして捉えることにつながって
いるのではないかと考える。親をソーシャルサポート
として認識し活用するといったように，きょうだいが
家族や友人などのきょうだいを取り巻くさまざまな
人々をソーシャルサポートとして認識し，それらの活
用に満足することは，必ずしもきょうだいが「きょう
だい支援」といった形のある直接的な支援を必要とし
ているわけではないということを示唆するだろう。も
ちろん，きょうだいの経験はそれぞれ異なるものであ
るため３），きょうだいによってソーシャルサポートの
活用やその形はさまざまであるということも忘れては
ならない。
一方，３名の相違点として，「同胞の障害について
どの程度友だちに話をするか」ということについては，
３名それぞれが異なっていた。＜１-（1）-d．友人関
係への満足＞では，友だちに同胞の障害について打ち
明けることで，友だちから同胞の障害について理解さ
れていることに満足している B氏の語りがみられた
が，それとは対照的に，＜２-（2）-a．兄弟は兄弟とい
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う思い＞や＜２-（2）-b．同胞の存在に対する自然な
気持ち＞では，A氏と C氏は，友だちに同胞の存在
については話すが，同胞の障害についてまでは自分か
ら話すことはなく，その必要性も感じていないとのこ
とであった。このことから，同胞の障害を友だちに打
ち明けることについては，きょうだいそれぞれのタイ
ミングや必要性の感じ方があり，その考え方の違いは，
きょうだい自身の性格や，きょうだいを取り巻く周り
の人や環境の違いによって異なるということが明らか
になった。
以上のような共通点や相違点がある中で，「適応的
な社会生活を送っているきょうだい」は，同胞に関す
る悩みやストレスに対して，自分に合った形のソー
シャルサポートを認識し活用しており，その活用に対
して満足していることが明らかになった。また，活用
するソーシャルサポートの形は，きょうだいによって
さまざまであり，きょうだい自身の性格やきょうだい
を取り巻く環境によって異なるということが本研究を
通して示唆された。

利益相反に関する開示事項はありません。
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〔Summary〕
In this study，three adolescent siblings of Autistic 

Spectrum Disorder were interviewed to clarify the suc-

cesful factors about adaptative social community life．

As a result，it was shown that adaptative social com-

munity life in case of them recognized and made good 

use of social support against trouble．

Also，it was shown that used social supports were 

various in each siblings and they differed according to 

each sibling’s personality and/or surrounding environ-

ment．
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